
【令和5年度（2023年度）】Bチャレ 《新たなつながり部門》 実績報告書(様式第７号)

団体名 作成日 2月　20日

事業名

協働団体

自団体及び協働団体

の役割分担

提案背景・目的

自団体：当事業の窓口として、企画・運営を担当。

協力(小石川植物園)：場所や学術的知識、資料の提供を担当。

協賛：助成金では賄えない部分に対して金銭的支援を担当。

出展者：各々の専門性を活かし、新たな価値を創出。

担当課：周辺の町会や自治会と協働関係の構築。

その他：広報協力、園外企画協力など。			

Bチャレ　新たなつながり部門　実績報告書

小石川植物祭 2023

主催：小石川植物祭実行委員会

協力：東京大学大学院理学系研究科附属植物園 小石川植物園

協賛：企業等

出展者：作家や店舗、活動団体

担当課：区民課

その他：さきちゃんち、周辺自治会、文京区商店街連合会、文京浴

場組合など

小石川植物祭実行委員会

提案背景：

実験的な試みとして手探りで実施した昨年であったが、予想を超える反響

があり、次回開催への期待の声が出展者や来場者から集まった。また昨年

の目的として掲げていた、活動を通じた新たな繋がりや地域活性に関して

も、出展・ボランティア公募から集まった人々が自然と運営メンバーへと

移行していった様子からも多様な人間が協働するある種のプラットホーム

的な役割を担い始めている。同時に、組織体制やスケジュール等の運営上

の問題点も浮かび上がり、今年度は組織と運営方法の地固めを念頭に小石

川植物祭2023開催を目指す。

目的：

“「植物」と考える、まちのこれから。”をビジョンに掲げ、まちについて

思考し、実践する場づくりを目的とする。

下記3つをミッションに、小石川植物祭開催のための企画・運営を行う。

ミッション：

・誰もが「植物」を学び、「植物」で学べる場をつくる　(人)

・世代や分野を越えて、人や地域をつなげる　(コミュニティ)

・まちの資源を発見し、新たな価値を創造する　(ブランド)
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事業内容

公募によって出展者を選出し、秋に開催する「祭」に向けて運営を行うこ

とで、日常的に植物とまちの関係を深掘りしていく。

テーマ確定

団体のビジョン・ミッションに基づいたテーマ「命名ーなぜ人は植物に名

を授けるのか」を確定。

出展者選考・出展物の作成

説明会を元に、公募応募者はテーマに合った作品案を募集要項に基づき思

案し、各自の専門性を活かした企画案を事務局まで提出。実行委員会・植

物園・キュレーターによって出展者を選出。出展者は、実行委員会と議論

の上、作品を企画・製作。

ボランティアの募集

開催当日をはじめ、事前準備や執筆、片付けなどを補佐してもらうボラン

ティアを募集。

採集会・クロストーク・決起集会などの実施

当日までの出展物の準備や、ボランティアと出展者・その他関係者の交流

や学びを得るため、イベントを実施。

植物祭当日

来場者は植物を学び、植物で学びを得る。

BOTANICAL TIMES

日常的に、植物とまちの関係を深掘りするため、地域資源などの取材を行

い、実行委員・ボランティアともに執筆。今後WEB等に掲載予定。

協働団体

or

利用者の声

ボランティア：

・運営上は緩い雰囲気が良い反面、一部まとまりが無い部分が多かった。

・運営は運営に徹して、作業はボランティアに分担すると良いと思う。

・普段は関われない方々との交流や参加者の皆さまとの対話、ボランティ

アの大変さ、ひとつひとつが貴重な経験だった。

来場者：

出展者と直接話をできるのが良い。皆さん想いやこだわりがあり、楽しく

話を聞けたことで、良さがとても伝わってきた。素敵な企画でも見ている

だけだと良さが全て伝わってこないのを感じた。

出展者：

なんども途中でキャッチアップの機会があったため、一緒にイベントを

作っていく感覚があった。

関係団体：

植物園の周辺とのコラボレーションできるお店がマップに案内があり、イ

ベント以外でもご来店も多く、植物園からお店、お店から植物園といきき

でき、流動、回遊できる仕掛けが多くあると良いと思った。

その他、別紙参照。
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協働による効果

成果目標の達成度

今後の活動予定

別紙１：事業スケジュール(報告版)

別紙２：収支報告書

別紙３：関係者マップ

※追加別添１：この事業を通じて制作したチラシなどのデータ

※追加別添２：この事業の様子が分かる公開可能な写真データ（10枚以内）

2022年以上に来場者数は増えたが、出展エリアを広げたため、程よい回

遊が生まれていた。植物園の年間パス購入者が平日より増えていたこと

は、植物園のリピーターや文京区の関係人口増加につながったのではない

だろうか。出展内容は公募の範囲を広げたため、地域性が希薄に感じる反

面、バリエーションに富んだ内容となった。

2023年はテーマを設けたことにより、より植物に対して、出展者・来場

者・ボランティアそれぞれが深掘りできたように思う。また、「学びの

カード」を作ることで、アーカイブとして成果が蓄積される仕組みができ

た。

協働の範囲や相手が増え、植物園外でも同時企画や関連イベントなども開

催でき、植物祭が「まち」に広がることとなった。

また、口コミによる周知によって、様々な方に植物祭を知ってもらうこと

ができた。

今後は、植物園のみならず、さらに「まち」にフィールドを広げ、植物と

ヒトとの関係を深掘りし、地域資源を発掘していく。「祭」としての形だ

けでなく、日常を通して植物と人々の暮らしに向き合うような個々のプロ

ジェクトを立ち上げていく予定。

協働団体

or

利用者の声

ボランティア：

・運営上は緩い雰囲気が良い反面、一部まとまりが無い部分が多かった。

・運営は運営に徹して、作業はボランティアに分担すると良いと思う。

・普段は関われない方々との交流や参加者の皆さまとの対話、ボランティ

アの大変さ、ひとつひとつが貴重な経験だった。

来場者：

出展者と直接話をできるのが良い。皆さん想いやこだわりがあり、楽しく

話を聞けたことで、良さがとても伝わってきた。素敵な企画でも見ている

だけだと良さが全て伝わってこないのを感じた。

出展者：

なんども途中でキャッチアップの機会があったため、一緒にイベントを

作っていく感覚があった。

関係団体：

植物園の周辺とのコラボレーションできるお店がマップに案内があり、イ

ベント以外でもご来店も多く、植物園からお店、お店から植物園といきき

でき、流動、回遊できる仕掛けが多くあると良いと思った。

その他、別紙参照。
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別紙１：事業スケジュール(報告版) 団体名：小石川植物祭実行委員会

実施内容　/　月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1.2023年テーマの決定

小石川植物祭 2023年のテーマの決定
テーマ決定

2.出展者公募

出展者公募、説明会、締め切り

出展公募・

現地説明会

3.出展者選定

出展者の選定期間
選定会・決定

4.出展者作品企画・制作

出展者の作品の企画決定・制作期間

出展者

キックオフ
発表

協賛募集

協賛企業
メイン協賛決定

ボランティア関係

ボランティア公募、説明会、締め切り

運営

ボランティア

参加開始

説明会 決起集会 振り返り会

開催告知 広報物

キービジュアル・WEB・チラシやポスター

配布

キービジュアル

決定

チラシ

ポスター配布・

WEB公開

掲示板・

B-ぐる掲示

5.小石川植物祭2023開催

金（祝）・土・日の3日間

小石川植物祭

2023

6.次年度準備

報告書作成

プレスリリース ● ●

採集会 ● ● ● ●

地域資源 取材 ● ● ● ●

フミコム/関係課との会議 ● ● ● ● ●

次年度準備

報告書作成

WEBサイト掲載予定

企画決定・制作期間・決起集会（10月）

協賛募集期間

事前・当日ボランティア公募
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別紙２：収支報告書 団体名：小石川植物祭実行委員会

円

積　算　根　拠

収入 3,832,676 円

費　目 予 算 額

「Bチャレ」助成金 1,000,000 円

協賛金 2,050,000 円

出展料（有料販売のみ） 130,000 円

支出 3,832,676

公式グッズ販売売上 414,500 円

寄付金（募金） 129,478 円

繰越金 108,690

積　算　根　拠

作品制作費 300,000 円 出展者の制作費用

公式グッズ制作費 134,200 円 手ぬぐい作成費用

宣伝費 1,080,000 円 チラシ・ポスター・WEB等 広告デザイン費

印刷費 198,098 円 共同印刷様 以外でのチラシ・資料の印刷費

円 郵送費、問合せ電話費用

運営人件費 1,320,000

円

旅費・交通費 58,100

円 キュレーター謝礼、実行委員の運営費

会場構成・設営費 585,465 円 テント・什器等のレンタル、材料購入費

費　目 予 算 額

繰越金 142,013 円

その他 預金利息 8 円

支払い手数料 9,570 円 支払い分の振り込み手数料

円 実行委員の交通費

通信費 5,230



関係者マップ(様式第１号)

作成日： 1月 26日

【令和5年度（2023年度）】Bチャレ

別紙３：関係者マップ

《新たなつながり部門》



関係者マップ(様式第７号)

作成日： 2月20日

【令和5年度（2023年度）】Bチャレ

別紙３：関係者マップ(報告版)

《新たなつながり部門》
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